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一
織
訟
記
念
冨

水
、
教
育
、

高搭

のあちまし
は
、
事
濃
の
抽
加
議
と
必
察
酔
械
を
総
背
骨
検

討
し
、
必
蒙
議
決
の
も
そ
綴
ゑ
闘

を
要
す
る
も
の
を
緩
録
的
問
に
奴
培
、
ふ
げ

と
れ
を
宛
挙
ヤ
レ
吉
よ
ぎ
泊
四
築
を
し
ruu

る
C
と
に
数
し
ま
す
@

行
政
法
摘
の
向
ょ
に
つ
い
て
突
拍
刊

に
内
鋭
機
務
後
総
会
銭
円
L
凝
っ
て
持
徐

絞
殺
慨
(
減
益
匂
媛
お
の
会
糊
間
約
料
愛
飲
か

り
、
微
燃
の
滋
問
時
な
蹴
刷
機
徐
行
い
、
務

純
一
泌
総
約
一
向
上
に
努
為
、
も
っ
て
総
胤
間

各
絞
め
サ
ー
ビ
ス
父
方
余
品
管
制
明
ず
る
叫
且

zr容
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
と
お

に
本
年
度
は
べ
箆
重
要
段
、
喜

住
霊
長
叫
容
に
滋
慾
霊
祭
認
の
た

Lこ

一
一
額
五
一
六
万
八
千
舟
〈

め
に
担
割
し
く
特
別
会
計
斜
度
設
設
け
、

今
後
こ
れ
ら
の
率
一
議
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
級
交
死
諺
の
擁
立
を
凶
る
こ
と

に
し
二
品
棋
会
主
併
せ
、
と
も
に
、

熊
殺
の
然
公
然
を
巡
ぷ
と
レ
、
河
7
幽持制納

行
論
期
ふ
に
お
い
て
、
部
協
γ
八
欠
陥
を
往
じ

疑
義
的
吋
数
車
ハ
ず
る
こ
と
め
な
い
よ

う
絞
に
絞
殺
総
ぐ
と
問
機

Cu、
ナ
ペ
℃

の
鮮
日
紋
総
務
制
炉
、
制
緩
一
対
関
い
よ
担
災

問
符
耐
空
爆
行
明
日
営
る
嬰
穫
の
あ
る
も

の
と
致
し
た
い
訟
で
あ
静
ま
す
。

こ
と
に
続
入
山
地
べ
昨
年
度
の
脚
部
λ
策

協
閥
次
び
牧
太
田
内
込
訴
を
箔
分
検
討
し
露

力
機
渓
な
る
把
握
に
努
め
た
の
で
争
位

決
ず
か
、
穏
浅
の
討
と
を
行
っ
て
お
B

決
申
ゐ
で
%
命
後
仲
間
納
税
制
科
会
の
紛
綿
内

線
附
酬
と
1

郎
総
各
似
の
燃
綴
あ
る
塑
力

骨
札
機
だ
史
的
W

機
後
九
務
窓
際
係
官

官
時
投
法
ず
。

地
肌
惚
札
つ
い
て
は
二
級
制
誌
が
蜘
例

年
に
仰
仰
し
-
r
h
ほ
ぽ
関
絡
で
あ
る
め
を
穏

滋

k
議
点
的
思
つ
効
県
的
な
予
療
の

間
柄
成
を
行
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
e

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
設
会
計

に
問
中
じ
絞
首
の
合
湿
絡
に
涯
を
湾
い
、

湖
町
」
均
約
途
や
か
ド
滋
立
採
簸
品
開
の
滋
立
甲

骨
院
総
ず
る
w円
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で
あ
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ま
す
b

な
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然
体
的
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情
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符
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は
w
mの
鴻
り
で
お
り
ま
す
。

沼
町
和
三
十
代
記
愛
我
滋
子
知
子
容
は
一
日
一

月
十
一

a抑
制
談
会
r
h
提
出
さ
れ
て
か
ら

し

T
g口
口
問
閥
均
後
会
で
饗
議
さ
れ
、
去
る

討
一
一
同
月
二
十
日
一
夜
箆
翠
の
綴
決
確
出
品
を

兇
殺
し
た
。
w
同
日
払
ぷ
組
曲
位
予
算
の
め
ら

悲
し
を
お
州
知
ら
吸
い
た
し
ゅ
也
ず
α

繍
付
制
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判
例
帆
似
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つ
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日
食
令
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燃
燃
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総
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誉
会
火
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織
に
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じ
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相
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〈
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刷

件
六
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踊
捌
…
同
時
ム
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川
勝
九
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μ
、
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一
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一
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六
万
八
千
二
百
円
で
あ
む
ま
す
。

特
別
会
計
後
却
の
五
つ
か
ら
な
っ
て
お

り
、
本
年
伎
は
こ
れ
ら
緑
釣
余
計
に
]

級
品
付
従
よ

p、
滋
後
二
十
校
W
H九
千
m
n

の
級
協
議
絞
w
料
開
参
れ
る
よ
ラ
予
倒
神
戸
料

計
上
し
て
め
り
ま
ず
が
、
こ
の
A

丹市川心

部
一
同
引
に
の
っ
と
し
号
、
納
制
官
以
内
側
悼
の

η付川

砕
い
と
る
つ
も
9
で
す
。

一
、
我
孫
子
会
議
資
家
会
計

二
、
還
問
何
回
路
寂
然
綾
察
薬
会
抽
出

一
一
一
、
町
選
(
亀
墾
醍
単
一
築
会
計

服
、
済
社
畑
山
骨
議
会
計

古
品
、
線
型
副
頭
翠
姦
後
予
察

次
に
一
般
会
計
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劫
防
次
総
務
的
W

燃品川
h
k
山

抑
制
刻
い
版
部
せ
絞
協
関
然
的
v
・
と
お
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で
す
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絞
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な
叫
飾
品
撚
俊
郎
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と
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で
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仇
棋
を
還
手
る
た
め
関
節
感
ポ

ジ
ブ
}
品
問
機
入

滋
J
T
側
概
ト
…
一
フ
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叫検事協偽締
Y
八
し
機
械
化
投
開
o
m
m鰍
筋

線
級
制
噌
も
行
つ
ず
縁
綴
的
M
h
愉
糊
滋
協
の

綴
織
に
つ
と
め
る
ャ
吟
ゑ
水
開
問
P
L
つ
い

ず
ら
は
大
絡
に
予
算
を
婚
制
し
て
貯
上
し

ま
し
た
。

設
湾
設
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の
盤

総
合
議
反
約
に
行
い
し
叩
本
年
度
に
お
い

τ

毅
誠
子
中
学
絞
内
数
蜜
の
増
築
と
我
時
間

子
中
学
校
例
数
怨
め
縞
織
之
、
殺
誠
子

第
一
一
一
小
学
絞
め
慾
険
絞
殺
の
滋
採
点
訟

に
糊
糊
救
出
削
犠
欲
的
数
燃
の
酬
明
蛾
聞
を
祝
日
り

よ
う
子
総
齢
制
ド
昨
夜
い
だ
し
串
や
い
た
。

む
の
代
総
譲
別
会
計
支
ぽ
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仏
よ
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仲
間
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間
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四
月
二
県
会

来
る
閉
口
同
月
二
十
-
一
一
円
口
に
行
お
れ
る
手

議
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
密
月
八
日
に

鐙
訴
さ
れ
ま
し
た
e
県
道
や
察
裂
の
こ

と
、
私
遼
の
身
近
な
と
と
を
き
め
る
人

議
也
君
融
ぷ
大
磯
な
滋
挙
の
門
口
で
す
。
必

ら
ず
殺
惑
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

@
投
繋
い
つ
い
て
の
渡
議

。
醤
m
n
同
に
ど
う
し
て
長
議
長

け
な
い
人
縁
、
掛
幾
同
開
の
総
口
日
畿
で

に
不
税
務
授
談
役
サ
る
こ
と
が
で
骨
骨

裁
す
。
く
令
レ
い
と
と
ば
縁
仏
引
に
附
阿

閣
議
縫
総
務
総
A
言
受
怒
ふ
と
法

務
い
。

。
然
出
剤
投
蝋
慨
に
な
ら
な
い
よ
つ
に

総
綴
制
約
終
品
削
の
紳
怖
か
に
吋
へ
い
と

か
の
長
あ
×
な
ど
よ
け
い
な
じ
と
敬

一
鋭
機
か
な
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r
A
で
下
押
憎
い
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ハ
〉
》
が
機
け
冷
か
っ
た
ら

学
時
也
州
知
ら
叙
か
ゥ
た
話
、
ケ
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を
し

て
慾
げ
た
い
級
会
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1
綴
嫁
続
明
向
勝

広
国
間
え
は
1
代
っ
て
融
商
い
て
く
れ
ま

す
e
間
開
h
w
一
人
泌
総
に
縫
い
た
が
殺
説
粗

削
却
に
帥
綿
入
に
叫
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し
て
は
い
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と
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づ
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ら
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間
関
繋
援
に
代
え
て

震
緩
絞
蝉
賠
訴
士
役
級
品
つ
に
お
州
知
ら
せ
…

一
致
し
ま
し
た
が
、
持
び
復
措
抽
W
慨
し
ま
…

…

す

。

一

極
緊
夜
法
、
E
E
い
鶏
際
に
わ
た
っ
…

…
て
重
量
に
遂
絡
を
し
た
い
こ
と

…
等
に
つ
い
て
銭
面
m
し
て
き
ま
し
た
が
…

"
橋
祭
こ
の
箆
覧
板
が
七
明
な
い
し
ヱ

口
同
伎
を
察
し
な
い
と
議
時
棋
の
お
革
静
一

に
鐙
が
な
い
C
と
を
阿
知
野
串
や
む
た
。
…

ヨ
酬
明
お
の
滋
血
部
た
開
削
減
は
綬
炉
設
ち
ま
…

せ
ん
。
そ
こ
で
沼
燦
叙
を
こ
の
間
門
間
月
…

…
か
ら
綴
沈
し
て
「
広
報
め
び
と
い
を
…

…
総
筏
一
線
誇
上
可
事
盛
義
に
一

戸
代
え
る
乙
と
に
し
欲
し
た
。
で
ず
か
…

…
ら
命
紫
で
の
諸
問
総
務
欄
棋
は
ず
刊
で
…

…
ぺ
庁
出
総
務
ひ
と
ん
じ
機
織
し
て
お
口
一

宗
主
突
撃
す
み
ず
念
袋
、
.
お
…

…
綴
み
下
岬
憎
い
。
そ
し
だ
お
絞
り
に
な
…

な
げ
会
徳
一
し
℃
下
占
師
い
。
一

総
み
よ
い
附
づ
く
醇
敬
い
た
し
綾
ず4

・

茂
樹
闘
機
襲
燃
葬
れ
織
で
も
蓄

に
お
州
議
議
ん
に
縫
い
泌
総
匂
総
℃
も

ら
え
常
食
d

州
問
問
円
か
ら
後
総
し
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レ
た

従
ι
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総
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い
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子
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一
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緩
い
ず
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縮
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る
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か
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、

繁

h

惜
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織

し
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い

あ
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波

小

'

h

m

総

館
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脱
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向
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い
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鶴

子
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ぬ

母
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O
授

察

m

w
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密
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絡

品

開

に

守

ら

れ

ま

す

第

一

税

務

ニ

綴

役

場

合

せ

て

コ

十

一

…

湾

磁

に

役

面

討

し

た

か

は

抽

出

し

て

わ

か

ら

綴

殻

ず

民

1
常
義
務
計
上
い
た
し
ま
し

な

い

し

く

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。
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た

、

民

の

緩

総

務

削

が

あ

担

次

綴

滋

申

p

g

A

w

m

り

た

の

ん

だ

ー

八

に

入

れ

な

い

と

に

議

ヱ

十

ゴ

月

中

に

は

入

震

出

向

山

間

る

手

争

点

伊

る

々

た

出

む

な

ど

と

い

わ

れ

て

惣

で

あ

P
ま
す
。

も

三

一

家

究

明

子

。

自

由

必

が

よ

い

と

忍

華

麗

萎

詑

つ

い

-

て

は

い

う

申

告

認

h

i

:

a

も

?

?

&

民

主

待

曲

山

な

金

設

哲

の

た

晩

震

に

注

意

ゅ

に

蓄

し

て

い

喜

で

あ

8
5

ら
広
〈
皆
様
A
U
銭
郊
婦
を
お
持
ち
い
た

臨

月

六

日

か

ら

五

月

十

日

頃

ま

で

し

て

お

E
まえ

線
網
婦
の
脳
陣
許
4
h
餓
綴
輪
開
戦
に
仲
即
時
離
し
後
六
出
町
双
十
五
分
の
天
安
予
報
の
持
制
削
良
事
薬
用
及
び
各
経
議
改
良
費
及
傍
等

て

下

手

。

に

1

F

A

午

後

八

幡

五

十

九

分

か

ら

の

に

途

絡

し

、

各

燦

総

後

民

家

滋

波

及

び

必
闘
の
楓
制
作
曲
到
の
時
刻
お
れ
も
樹
開

移
譲
抽
出
良
時
同
友
所
持
均
四
隅
ち
に
郊
続
甘
時

一
波
滋
〉
の
仰
れ
か
に
仲
間
叫
凪
報
被
宛
す

品

。

に

滋

絡

し

、

認

は

有

線

一

祭

出

盟

、

綴

毅

等

2

M

な

お

必

警

管

、

選

設

警

の

万

一

警

告

撃

に

府

警

交

住
弔
金
融
公
庫
の
一
金
の
階
、
込

議

室

費

支

ハ

葬

式

i
ト

ル
〈
襲
。
怒
警
の
察
側
糊

溺
火
玲
抑
廿
総
務
際
災
機
滋
総
絶
叫
ハ
十

七
港
湾
メ

i
Fル
怨
鶴
野
綾
子

細附〉

一一日は

一
一
日
同
月
か
ら
双
貯
に
か
け
℃
m
w
燃
側
糊
附
燃

側
間
終
点
的
弱
arじ
て
燃
が
撚
紛
の
川
淵

nd蜘
欄
級
品
也
係
機
ず
る
C
と
に
な
り
殺
し

た
の
で
、
線
樹
齢
の
万
M
M
時
y
川y
中川に総糊酬

し
、
そ
の
榊
判
然
に
万
A
審
問
問
せ
ら
ぷ
川
る

よ
内
つ
綴
副
知
ら
せ
し
淡
す
。

日
M
G
鎚

一
、
湾
奇
よ
り
笈
月
十
回
警
の

の
樹
期
間
申
、
凶
器
中
後
五
時
品
脅
に

門
休
日
、
官
協
庁
胡
慨
は
除
〈
〉
最
綴
り
悶
悶

品
開
管
容
に
照
余
同
鶴
岡
輔
の
有
様
、
及

び
そ
の
時
噛
憎
院
議
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

二
、
県
は
C
U
に
よ
り
硲
認
'
H
必

警

意

義

盗

塁

雲

稼

ず

る。TU、
ラ
ジ
オ
玖
送

(
N
H
K
V
に

よ
担
問
月
六
R
か
ら
宜
月
十
日
ま
で
の

期
間
中
、
午
前
十
一
日
間
五
十
五
々
午

税
金
の
出
猿
徴
収

納
想
度
の
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鶴

様
方
の
御
協
力
に
い
宮
好
成
醐
闘
を
お
さ

め
疑
問
欧
関
楢
包
容
を
た
豪

く
紛
私
閉
し
上
げ
設
す
。
ぎ
て
紹
綴
誠
一

中
肉
緩
佼
獄
燥
に
め
た
り
問
符
は
滋
総

資
減
税
制
問
…
制
問
介
、
総
肉
級
感
一
線
傘
酬
捌

分

譲

恕

安

委

事

務

払

譲

渡
れ
1
閥
渡
部
十
向
山
の
帥
閉
鎖
で
怨
岬
叫
M
r

ご
め
附
議
選
4

感

襲

警

つ

い

て
お
級
制
問
も
務
総
の
終
節
役
校
側
削
の
み

お
れ
忠
誠
総
し
ず
し
お
れ
ザ
絞
ず
だ
議
災

協
議
れ
て
な
い
カ
は
州
問
問
付
申
に
関
総
骨
院

内
相
館
料
同
町
下
容
ぃ
。
山部

一
人
潟
日
一
自
分
。
-
日
中
公

C

な
お
一
品
回
目
安
定
は
延
長
で
啓
一
な
い
の
で

劉
了
渓
醐
闘
い
ま
す
。

慰
百
つ
侯
祷
穏
に
安
心
し
て
授
祭
し
ま

し
ょ
う
。

(
忍
世
申
営
磁
態
語
舎

手

間

選

援

物

命

線

路

義

絞地周令俊川町尚叩一吋めな附間同月一…十時同一畿で

泌
総
綴
務
淑
級
機
附
附
叫
口
綴
付
け
て
お
静

ま
す
の
で
議
M
L
奇
襲
望
書

内
代
M

J
玲
純

。
議
付
は
図
袋
一
十
間
同
ま
で

。
即
即
時
総
点
滅
一
築
制
四
一
歳
級
機
欄
間
九

ネ
一
議
翌
銀
行
墾
渋

g

。
滋
資
制
暗
闇
聞
は
木
造
住
潟
、
隣
市
町
燦
坦
爾

持
窓
口
丹
波
カ
メ
i
ト
ル
か
ら
蕊
}
品

受

宝

i
ト
ん
ま
で
お
潟
野
安
h
M

土
ハ
採
U
の
磁
波
融
商
》
そ
の
た
仇
引
に

ま
す
の
で
、
納
巻
ふ
療
し
ま
し
て
の
緩

宅
窪
田
自
国
晶
捕
に
よ
B
出
向
調
世
帯
絞
家
u

ま
ず
か
ら
幾
察
制
脳
波
の
方
は
怨
鶏
忍
hr

ghr. 
一総

同
時
曲
肘
間
関
m
z
f
十
円
国
会
A
W

十
拙
附
よ
控
会
終
畿
で

柄
欄
湾
総
潟
地
サ

崎
明
戸
滋
観
樹
静
…
路
線

サ
庁
総
司
品
+
然
V

ま
で
の
際
〈
蜘
判
的
W

い

ず

れ

も

警

護

欝

平

安

誉
総
付
け
る
@

。
創
平
副
利
説
会
主
欄
醐

ハ
渓
遜
然
倒
閣

求
出
幽
及
托
封
時
間
火
機
滋
z
+
R
H
M
叩
以
出
向

拙
閣
面
調
鈴
吠
総
滋

i
一
十
有
利
年
以
内

開
剛
火
線
滋
lム
一
十
玄
年
以
内

ほ
ね
っ
さ
に
は

慰

問

州

由

省

薬
滋
努
慌
時
制
(
M
M
ね
つ
ぎ
)
の
治
様
な

受
け
る
滋
合
は
べ
後
保
険
務
艇
の
外
伝

警
護
れ
ず
量
出
町
撃
さ
童
会

お
滋
い
い
た
を
ま
ず
。

露
骨
の
大
揺
除

薬
捕
を
難
布
し
て

談
絞
と
な
る
蹴
樹
齢
閉
め
処
隊

日
品
、
総
出
掛
附
聞
の
総
帥
叩

L
Y
iル
蜘
附
ハ
う
じ
、
ボ
t
フ
グ
そ

の
拙
伸
一
級
殺
刷
出
お
一
役
欝
一
口
約

日
分
後
。
蹴
刑
務
総
察
側

主
張
円
品
川
絡
ん
側
議

R
緩
ぶ
悌
叩

胤
〉
誕
穫
す
蕊
Q
U健
闘
同

漁
縦
二
十
聞
い
、
防
総
倒
制
ム
1
州
内

品
川
ー
そ
の
俄

樹
問
鮒
は
近
刊
悶
凱
付
い
た
-
し
紫
す
め
で

よ
予
レ
く
備
制
協
力
を
お
側
酬
い
し
設

ず

。

(

保

健

事

う
糊
制
論
湖
州
知
い
た
し
変
ず
.

側部

}
、
録
的
制

は
丸
、
絞
め
終
燃
を
紋
じ
め
検
波
楠
制

緩
綴
崎
市
出
切
出
向
ト
務
品
開
る
ζ
と
は
1
附
附

襲

撃

笠

葦

凶

事

務

警

官

会
議
後
一
穂
向
上
の
灘
両
舗
と
な
る
も
の

で
あ
り
ま
ぎ
の
で
、
嬰
詮
議
し
て

と
一
い
る
替
の
務
滋
選
銭
安
徴
駁
家
協
同
し

一
は
え
、
教
の
効
率
的
な
隠
臨
時
と
済
協
冊

一
を
守
一
つ
も
の
と
す
る
。

一
二
、
実
施
期
溺

一
周
回
円
二
十
良
か
ら
玄
同
月
十
口
H
ま
で
、

一
(
体
琶
の
多
い
と
の
期
間
刊
を
副
利
用
奨

一
施
の
こ
と
〉

一
一
一
吋
大
録
時
悼
の
察
官
岬

一
i
、
家
臨
囲
内
密
お
す
る
徽
泌
的
安
大

一
潟
徐
の
軍
総

一
ハ
鐸
午

k
蹴
酬
の
で
ヌ
許
謀
、
制
仰

一
ス
、
合
前
線
錦
織
の
総
代
末
期
路

一
の
ぬ
沿
線
〉

吋
え
ね
ず
み
の
数
の
除
袋
、
ね
ず
み
の

一
機
担
然
、
激
阪
線
の
隊
綴

…
魚
、
中
入
総
帥
開
緩
め
隊
出
刊
の
関
淵
〈
均

一
綴
像
、
約
脳
科
献
哨
の
附
隅
灘
欲
糊
欄

…
4
、
制
服
淑
燃
の
泌
総
、
援
h
a

丸
の
級
以

…
熱
ハ
粉
米
V

級制叩

…
え
綴
織
M
L
ょ
っ
ザ
必
ひ
た
捻
み
や
隊

一
奴
務
酬
明
日
は
窓
会

rx
閑
閑
話
捌
酬
の

一
で
震
る
も
の
は
燃
制
抑
況
は
縦
泌
す
る

一
繁
努
訟
に
や
宮
処
減
ず
る
じ
九

時
同
時
は
え
1
蚊
の
総
除

L
僚
の
申
の
嗣
揃
い
綴
所
、
寝
品
対
抗
制

箆
噂
に
い
る
親
は
え
の
総
除

え
健
所
の
政
蔵
臼
や
九
日
み
箱
、
融
緩

の
周
回
1
薗
舎
の
床
等
の
よ
め
か
き

鼠
り
に
よ
る
は
え
の
綴
m
u
際
総

ミ
納
屋
、
物
優
、
選
金
等
の
柑
摘
、
議

#
声
、
餓
の
下
な
ど
設
の
成
虫
が
帥
幽

冬
し
や
す
い
湯
掃
と
対
す
る
殺
虫
畿

の
撹
欝

4
、
家
康
燭
辺
の
融
問
等
の
持
氷
m
U
排
水

の
宛
摺
吋
水
制
問
E
の
除
去
、
防
火
湾

氷
、
竹
の
切
M
U

一
柊
そ
の
他
絞
り
発

育
児
穏
醐
酬
を

御
利
用
下
さ
い

燃
ち
ゃ
ん
一
役
織
る
く
さ
葬
送
て
る
抗
婦

の
資
問
裕
樹
剛
山
同
級
孫
子
総
阪
は
綴
持
議

議
機
悶
E
A
竺
緊
急
一
路
義

務
総
機
感
判
絞
っ
て
ふ
管
ま
す
。

第
仰
木
隊
出
口
の
附
悶
週
一
士
郎
口
ωは
お
後

納
附
防
総
出
総
淡
滋
で
す
制
協
調
阪
は
終

袋
線
繍
酬
の
別
府
議
で
添
皆
殺
す
の
だ
制
郡
山
刊

十
隊
出
削
紫
綬
で
午
後
J
腕
吋
よ
百
一
日
総
務

官
淡
す
か
ら
泌
総
機
護
ぎ
譲

れ
な
く
お
紛
明
%
下
浅
い
。

そ
の
紛
榔
悶
…
制
緩
鮒
酬
の
み
な
ゑ
ゑ
必
脳
隅

醐
闘
の
と
と
、
制
掛
絞
泌
汐
じ
て
い
る
「
M
悼

し
か
」
め
綴
後
也
問
、
交
は
あ
ら
ゆ
る
割
問

人
の
翁
殺
の
総
ア
ぷ
議
後
終
綴
が
い
ろ
い

ジ
フ
テ
リ
ア
ユ
い
ヨ

百
日
駿
一
、
寸
ぷ
抗
日

予
防
接
種
訟
に
務
き
定
明
朗
ジ
ブ
テ
B

2

、
ジ
フ
テ
u
P
7
第
二
銭
(
漆
鐙
免

7
及
び
盲
目
寝
予
妨
接
種
を
左
認
の
遜
穆

り
行
い
ま
ず
か
ら
該
当
者
は
、
全
員
接
第
一
線
を
終
9
一
カ
ギ
を
緩
車
問
し
た

趨
ず
る
よ
討
議
同
知
ら
せ
学
長
ナ
。
事
唱
1
四
謹
一
日
?
?
三
年
一
汚
一
夜
よ
昌

町

制

弱

額

六

一

塁

}

不

良

ま

で

の

探

区

生

れ

て

叡

漁

場

た

穏

を

、

銀

年

務

撃

に

ジ

フ

チ

E
7

1
、
ジ
フ
チ
到
ア
及
笠
宮
E

日
陵
第
一
粉
留
晶
君
波
終
了
縫
合
簿
醐
腕
一
一
一
窃
出
U棉
民

総

翁

溺

免

抑

的

制

磁

を

終

っ

た

努

m
m
類
学
刊
誌
年
五
五
が
ぢ
様
相
時

3
、
寄
門
日
後
軍
部
]
一
議
Q
掲
額
麹
枠
口

十
二
月
一
品
十
一
円
同
ま
で
の
総
に
崎
一
れ
銭
円
絡
を
終
り
}
カ
俸
を
線
検
レ
た

た

説

明

者

i
総
倫
相
日
…
一
念
日
年
七
月
}
口
日
よ
む

口

付

蹴

開

緩

糊

制

緩

激

務

胤

問

削
減
山
ハ
悶
午
後
一
時
々
舎
一
口
鯵
影
山
総
滋
務
組
欄
総
務
一
小
綿
晶
紋

問

問

問

匂

口

M

グ

グ

グ

数

泌

総

uu

関

湖

周

八

円

問

グ

グ

グ

後

樹

俊

一

…

u
H

開

官

H

t

H

悶

グ

グ

グ

於

袋

一

グ

問
団
潟
十
日
出
回
制

u

g

u

グ

グ

終

総

依

u
g

m

開

用

品

工

槻

資

グ

グ

グ

終

蜘

翻

泌

hv

間
同
月
二
十
七
回
日
グ
グ
縮
問
一
一
紛
際
援
欄
欄
終
柑
問
一
グ

混
同
月
二
十
八
日
グ

M

M

M

M

齢
相
m
m
a
p

四
月
一
品
士
出
H

M

グ

グ

グ

数

篠

山

}

…

グ

双

四

月

約

口

問

グ

グ

グ

於

第

一

一

H
H

家
出
月
六
日
H

M

V

U

M

M

H

総
和
世
田
グ

気
回
円
七
回
H

M

H

M

グ

グ

紬

問

機

泌

N
H

窓
口
付
コ
十
円
同
グ
グ
第
一
一
一
回
目
釘
援
務
総
第
一
グ

玄

汚

コ

十

一

日

出

グ

グ

グ

故

桜

凶

M
M

玄
開
月
二
十
一
一
回
H

H

グ

グ

グ

於

第

一

一

一

グ

五

月

二

十

t

a

n

ロ

グ

グ

グ

揖

第

二

グ

笈

ヨ

一

土

ハ

箆

グ

グ

グ

霊

位

グ

玄

汚

二

十

七

円

ロ

グ

グ

グ

H
R

潟
北

uv

ろ
穏
畿
に
借
地
ち
ま
す
の
で
}
人
で
ふ
ぎ

4
銭
濁
談
仁
お
山
凶
で
下
さ
る
主
つ
お
待

ち
し
て
お
号
表
ず
。

(
後
鐙
祭
U

綴
部
十
一
一
湾
一
一
一
十
二
持
法
判
、
の
踏
に

疲
れ
た
餐
で
、
熊
年
務
繁
一
に
鷲
臼
開
帳

務
総
発
淡
努
表

Q
議
一
一
一
院
の
挨

綴
を
蝉
腕
A
ソ
た
務
〉

山
日
、
緩
滋
盤
状
夜
び
砕
伐
蝉
蝉

ー
、
緑
樹
問
、
心
髄
脳
波
紋
綴
絡
む
絞
醐
郡

明
議
後
捕
の
綴
紋
の
あ
る
務
玲
努
総
線

総
筏
総
践
の
数
燃
の
あ
る
務
、
授
は

そ
の
憾
の
淡
綴
が
あ
や
ず
綴
畿
に
よ

9
務
次
の
議
糊
慨
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

穏
に
対
し
ず
泳
、
帯
治
媛
線
数
時
リ
い

ま
せ
ん
@

議
同
開
べ
依
踊
間
一
舎
の
緩
い
湾
同
悼
、
そ
の

滋
理
符
に
総
務
泌
で
下
泰
い
。

え
援
護
一
段
は
、
総
滋
及
び
入
織

を
し
な
い
よ
っ
綴
殺
潔
下
ざ
い
.

豆
、
災
建
料
金

ー
、
ジ
2
7
5
7、
.
お
回
日
焼
雲

y

ク
チ
、
ぷ
祭
壇
者
i
一
潤
阿
ι
+
内

2
、
ジ
ア
チ
B
ア
ワ
ク
チ
ン
接
穣
場

i
一一切手m円

3
、
百
日
絞
ワ
グ
チ
ン
援
密
着
1
]

留
一
十
円

な
お
、
幾
涯
に
よ
り
生
活
保
接
世
間
の

遺
贈
を
浸
け
て
い
る
審
支
一
び
符
別
の

廼
留
り
あ
る
者
で
町
長
の
沃
認
し
た

者
応
対
し
ず
ほ
、
築
健
徴
収
を
免
除

殺
し
ま
ず
。

同
ー
そ
の
池

山
時
間
附
の
締
畿
日
に
は
、
倒
人
鴻
矧
嬢

k
俗
学
事
d

娘
役
綿
一
地
れ
な
く
御
持
惨

下
さ
い
。

設
で

欄
欄
嗣
附
醐
閣
の
険
機
助
成
綴
に
つ
い
γ
ほ

前
婚
に
て
そ
の
大
国
間
指
も
お
総
わ
せ
い

た
し
紫
し
た
が
、
一
般
級
品
開
揃
畿
の
問
問
込

震
は
お
績
の
容
で
あ
り
殺
す
の

で
、
弼
響
照
込
ん
で
下
言
。

河口
智
肩

刊
、
聞
込
胴
柑
耐
蹴
沼
周
一
日
}
+
出
向

一
、
申
込
議
所
保
健
組
問
策
総
忍
牒

申
込
用
統
は
保
閣
時
隷
及
び
祭
京
国
間
ふ
湾

留
し
ず
あ
り
ま
す
。
露
醤
}

79 
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ば
紛
糾
刊
夜
行
い
法
ナ
。

内
公
選
問
議
後
後
険
の
僚
襲
撃

の
あ
ら
ま
し
で
あ
り
俊
一
ず
か
、
む
の

綴
懇
給
付
の
う
ち
円
1
い
か
ら
ハ
4
M

皮

菜

食

首

み

ョt
t
I
F
r
d
1
f
ν

資
格
段
得
と
喪
失

て
策
協
蛾
後
払
つ
い
て
+
間
以
ぬ
ど
約
後
に
溺
砲
を
し
て
下
占

淡
路
子
酎
叫
が
行
っ
て
い
お
隣
綴
織
淡
い
宮
以
燃
は
燃
叙
し
て
恨
の
岩
ま
す
U

後
協
同
め
被
係
妓
寝
袋
品
院
の
麹
然
謝
。
も
し
寝
衡
を
し
な
か
っ
た
り
、
建

隊
、
殺
M
開
講
縁
日
九
絡
ん
で
い
る
方
で
抽
出
金
閥
州
出
附
設
し
た
潟
会
律
一
一
千
円
以
ト
m

盟頼朝刊殺制何
A

官
ら
れ
設
す
か
ら
卸
恥
出
掛
嵐
官

の
栓
告
保
冷
ふ
級
人
し
て
い
ら
が
、
交

ざ
い
。
な
お
開
設
の
附
註
必
ら
ず
還

は
ヰ
演
出
開
明
棋
を
受
け
て
い
る
叩
月
以
掠
ば

町
慨
も
弘
併
せ
玄
援
山
惜
し
℃
エ
ぷ
。
パ
川

魚
節
約
ザ
方
M
日
隣
開
局
健
康
問
球
検
出
W
被
際
陥
隅

し

怒

宏

聖

書

襲

撃

と

な

内

申
唱
に
な
る
対
哨
じ
め
り
ま
ず
か
ら
、
保
険

た
醐
朝
合
没
後
〈
〉

を
世
主
柑
越
し
た
間
同
月
一
日
対
N
M
附
附
γ
以
相
し
い
て

一
一
、
資
絡
財
政
炎
に
つ
い
て

漁
師
関
手
前
に
転
入
し
て
来
た
ガ
平
、
総

減
臣
民
健
漆
保
険
の
緩
綴
検
索
が
制
刊
川
川

然
し
た
カ
で
仰
の
d
M
也
会
国
内
険
に
初
入
し
中
和
叫
に
仲
間
際
を
脅
し
な
く
な
っ
た
糾

て
い
な
い
叩
刀
、
交
は
憾
の
枕
一
角
然
偽
既
成
門
郡
山
ど
も
伶
h
M
V
や
帥
W
M
W
校
全
保
険
H

は
牛
対
照
惑
の
滋
間
安
絞
け
な
く
な
っ
は
宇
一
甲
山
製
織
の
線
開
門
絞
殺
く
お
に
誌
で

た
労
協
弘
、
そ
の
尽
か
ら
照
銀
銭
際
機
険
た
符
は
、
そ
の
漆
田
口
か
ら
碍
川
務
統
制
間
以

の
被
保
険
機
》
絞
り
ま
ず
か
ら
と
の
被
し
決
ず
の
ポ
コ
翠
の
例
に
よ
4

てム

保
険
衰
の
酬
摘
す
る
微
細
附
の
役
務
官
…
は
、
百
以
内
に
際
機
白
線
似
て
下
さ
い
・

お72Gf弓

×
 
胴ω
 

MW 
4e 

位
相
当

欄
…
峨

甘
燃
附
加
網

開
閉
円
税

紬
…
川
勝

酬
問
問
問

削削

ま
で
は
い
わ
ゆ
る
薮
校
給
付
と
よ
阿

れ
〈
5
V
及
び
門
S
U
H
m
現
金
総
九
四

の
間
帯
緩
い
で
お
り
索
中
タ
続
管
内
つ
づ
ふ

5人"270内出1.350円

3人"270F弓=Bl0P王

国
民
健
康
保
険
の
麗
療

給
付
の
あ
ら
ま
し

一
、
療
養
の
品
向
付
め
総
燃
に
つ
い
て
は
食
家
と
綴
燃
の
給
付
徐
行
わ
な
い

給
先
の
図
民
緩
緩
役
時
間
制
療
治
療
機
こ
と
に
な
っ
て
お
静
堂
ゆ
3
・

m
w
務
付
の
内
胸
骨
内
時
1

然
知
看
の
酔
開
府
叫
柄
悶
ハ
S
V
開
制
緩

な
調
日
南
聞
か
ら
粂
鋭
、
線
約
締
で
各
k
区
ど
れ
は
ヨ
ハ
附
吋
に
織
し
て
の
付
務
署
輔
臨

ん
パ
に
樫
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
命
一
年
の
給
付
で
あ
丹
波
ず
か
、
約
内
側
交
努

m
w
刊
同
月
…
鐙
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
し
い
金
扇
情
殺
を
行
っ
て
い
る
務
余
山
除
機
滋

図
録
蹴
職
務
祭
器
で
紋
、
帥
怖
の
主
品
開
青
山
京
佼
ん
が
、
室
雰
警
雪

険
皇
国
噌
の
品
持
率
可
よ
切
に
汲
め
て
い
な
い
然
撃
で
枠
内
部
門
側
、
歯

ら
れ
ま
し
た
。
斜
録
儒
闘
の
意
見
欄
間
帯
品
開
校
し
て
保
険

向
山
内
…
"
か
ら
申
蓋
し
ま
し
た
我
山
路
議
〈
技
師
問
手
間
ぎ
に
響
機
成
総
際

平
常
の
国
際
然
然
総
務
む
新
し
い
法
綴
綴
役
機
凶
川
じ
て
一
い
Fι
た
き
そ
の
蛸
皆

様
に
し
た
が
っ
て
機
織
の
紛
糾
明
後
む
つ
畿
を
民
議
主
総
ぬ
た
と
殺
は
、
寝
殺

事
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
の
紛
付
を
晶
り
い
ま
す
。

ず
沿
わ
明
り
術
開
総
給
付
の
内
容
は
〈
品
〉
岬
砂
川
端

〔

l
v
診
銭
円
税
務
、
酬
明
絵
、
お
よ
び
祭
お
綴
綬
M
炉
、
入
院
あ
る
い
は
、

終
万
祭
の
碇
付
を
品
開
み
後
ず
V
U
酔
何
回
の
め
擦
が
あ
る
ぬ
刷
会
吃
、
議
者

数
時
党
沼
紛
に
つ
い
て
は
町
の
条
約
が
歩
行
浪
曲
聞
の
掲
A
m
に
は
、
w
料
開

で
給
付
し
な
い
よ
w

つ
に
す
る
と
介
添
鱗
対
決
紛
の
判
何
日
見
憎
宵
を
添
付
し
て
移

で
き
ま
す
が
、
殺
終
予
防
で
は
こ
れ
滋
骨
柄
拘
略
取
判
例
融
問
時
札
制
関
係
し
て
い
た
だ

安
総
一
め
給
付
す
る
こ
と
に
な
唱
で
お
実
僚
懇
禁
必
引
委
総
め
た
脱
皮
司

り

決

ず

。

『

〉

〉

〉

〉

…

門
2
V
世
間
総
ま
た
は
糾
刑
務
務
総
の
官
民
給
一
川
一
位
河
一
一

と
れ
ば
核
保
墜
引
が
叩
例
制
猟
や
け
が
一
線
一

H

山

…

で
綴
幾
俊
一
例
縄
問
問
〈
同
抑
制
腕
、
紛
然
出
問
一
…
…

内
丹
田
市
内
一
内

務

綴

祉

協

か

長

級

…

と

が

一

江

則

一

帯

の

叩

山

部

一

毅
品
刊
を
務
げ
る
C
と

で

あ

り

ま

す

。

ω

@

2

5

一

@

〈
3
U
処
皆
、
手
緩
そ
の
仰
の
冷
淡

欄
間
総
柚
け
が
の
混
合
に
、
間
利
融
師
、
昨
帥

療
臨
間
報
交
女
二
切
の
宇
治
や
手
術

を
行
う
級
品
刊
の
じ
と
境
紛
り
愛
す
。

双
務
毅
終
に
よ
る
衛
総
惜
別
て
つ
ハ
終

脳
閥
、
h
y
剖
ノ
ス
ブ
、
楠
岡
町
貯
総
続
的
問
、
安

裏
談
、
物
V
も
警
ず
る
ζ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
恥
抑
制
時
滋
終
復
額
縁
ね
つ
岬
ろ
に

よ
る

m鍛
務
総
付
い
た
し
ま
す
。

Z

謀
議
猿
復
制
酬
と
一
附
削
だ
除
、
線
経
世
間
援

に
つ
い
て
、
寝
約
桁
締
約
し
て
お
り

後
ず
の
叫
は
お
抗
で
の
際
法
保
除
訴
訟

採
録
し
て
下
ぢ
い
α

ハ
4
U
病
院
ま
た
は
鈴
綿
織
問
〈
の
紋
綾

鐙
を
ヤ
ケ
ガ
で
入
後
す
る
蹴
刷
会
の
品
開

討円仇はめ
η
…
一
い
ず
@
期
間
郊
の
入
滋
は
絞

め
ま
せ
ん
が
滅
状
A
Nベ
ん
の
一
線
一
会
で

入
解
し
た
と
芳
ば
給
付
す
る
こ
と
に

な
A
V

で
お
れ
υ
法
す
。

ア
ぷ
交
際
u-議
々

銭

感

子

雫

〈凱号 Eさの

(1) 150.自O0P3-初，000ロ3=60.∞OF弓×
(2)宮崎円ア=150潟 (3) 

(2) 0 F守
(4) 1技術、明 JIltmにt<t 53羽p.l

i}伺}警) 0内
(3) 2人χ27伊ヨ出l340ド1

命者t 1.070円

犯
罪
は
一
本
の
芽
立
ち
と

共
に
増
え
る
へ
細
管
の
勝
犯
)

間
関
廷
の
制
緩
に
つ
れ
て
路
説
明
文
鍛
え
ハ

5
あ
や
し
い
ρ
総
め
た
筋
合
は
み

て
く
る
の
が
あ
き
桑
一
ね
ら
い
、
し
め
刊
げ
ん
な
で
務
力
し
見
失
わ
な
い
う
お
に
巡

込
み
、
然
分
め
ゆ
一
一
る
み
や
外
浅
の
徴
金
絡
し
淡
し
ょ
ラ
一
a

の
多
ま
な
る
の
が
機
関
と
慾
わ
れ
る
。
公
ル
〉
じ
ら
致
、
総
務
の
よ
一
つ
な
不
脅

し
か
も
こ
れ
ら
の
あ
需
品
般
か
知
い
、
し
描
告
は
み
ん
な
妥
協
力
し
て
滋
滋
し
没
レ

の
が
込
み
は
1

年
々
纏
え
て
い
る
償
問
主
つ
。

に
あ
る
。
そ
じ
科
、
凝
血
河
合
綴
犯
と
し
て
ハ
一
八
》
滋
く
の
領
せ
き
、
透
く
の
他

こ
の
溺
向
を
品
訴
え
後
綴
予
紡
と
し
て
、
人
と
い
う
綴
も
お
訪
中
帆
す
が
治
相
持
は
隣

次
m
w
点
在
強
綴
ず
る
。
制
相
酎
制
守
る
み
で
幼
銀
波

'
V災
市

ー
、
伝
的
数
然
ね
ら
い
の
予
妨
に
坤
吐
い
務
先
の
変
議
事
故
妨
ゑ
伝
つ
い
て

つ
も
ど
品
J

巡
す
と
と
匂
あ
る
が
「
留
守
漁
栄
の
開
縫
い
払
つ
れ
て
変
滋
は
一
目
掛
川
い

番
を
お
く
こ
と
で
あ
る
い
ん
ぱ
ん
に
な
る
の
哨
培
、
択
の
汽
に
附
田
選

側

議

品

震

で

山

附

か

け

る

絡

絵

、

ヵ

ギ

役

;

:

白

，

P

恥

撃

に

か

け

る

か

鱗

導

ん

よ

品

ん

成

鋭

一

一

品

川
V

鳴
か
惜
別
V

れ
U
Y

で
お
主
」
と
笠
穴
純
で
あ
る
@
匁
ギ
を

2
却で

i

'

i

j

l

か
け
る
雲
で

5
3
2

接

予

謹

誌

か

る

い

争

点

か

け

蓄

し

な

い

事

詰

指

J

1
・

2

4

ヱ

突

し

て

縦

し

い

。

。

一

区

、

一

一

一

区

1

同
区
一
.
滋
慾

2

、

夜

寝

る

絡

は

}

円

締

担

殺

必

す

す

る

一

七

良

一

終

一

一

一

健

一

閉

臨

む

一

柊

じ

ル

切

、

ヵ

ギ

も

で

き

れ

ば

ニ

議

一

一

緩

に

ハ

千

築

家

、

働

問

悶

ヱ

淡

〉

か
げ
噌
宇
奈
必
中
之
る
と
と
ι

一
八
段
絡
芦
一
穂
円
景
校
翁

3
、
兵
徐
約
に
ど
つ
い
う
方
仲
間
を
し
た

ら
よ
い
か
か
か
ら
な
い
線
、
機
制
附
し
た

い
設
建
写
会
経
諸
問
、
採
翠
議

滅
尽
し
て
い
政
公
営
た
い
。

絡
む
羽
月
み
ん
な
の
カ
で
ぬ
燃
が
趨
ら

な
い
ト
均
〆
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
一
八
〉
例
脇
付
も
あ
な
た
は
狙
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
蕊
れ
な
い
で
綴
…
I

枯
し
ま
し
ょ

う。ひ
じ
鰯
開
畿
で
余
り
帯
-
れ
な
い
向
同
級
畿

の
一
。
カ
ギ
い
後
初
れ
な
い
で
か
け
ま
し

レ
令
つ

e
0
5
見
知
ら
な
い
ふ
殺
品
m
p
総
合
対

け
な
い
よ
っ
、
終
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

《
J
G日
出
口
夜
紋
盤
一
の
附
投
機
J

券
金
制
出
る

く
し
て
外
総
の
気
弾
道
毅
主
℃
ょ

内
Je口&
V
毅
闘
腕
放
の
綴
告
を
う
ろ
つ
4
晶告

に
脇
村
間
出
用
心
し
あ
い
後
し
よ
う
。

〈

M
O
聞
糊
守
す
る
議
合
材
泌
ず
狩
綴
設

を
齢
別
遜
に
し
雌
脚
告
怒
般
に
も
帽
相
ぶ
ま
し

ょ
う
。
2
M
M
判
・
和
地
盗
用
が
め
つ
和
総
会
ば
必

ず
同
ゆ
く
お
む
の
ま
ま
を
品
掛
け
ま

'ν
ょ

う
.

Zニt陣;l> 宰韓民

縁
側
蹴
m
w
淡
厳
り
に
つ
き
ま
し
て
柊

日H
滋
務
開
制
の
綴
協
力
後
れ
た

yき
ま
し

ず
殺
に
有
難
う
と
ざ
い
決
ず
。

つ
伎
一
決
し
て
は
、
来
る
問
問
中
ヱ
ハ
お

か
ら
武
双
山
口
M

茨
で
の
汲
滋
り
に
つ
い

て
は
、
蓄
の
譲
り
率
一
き
し
た

が
い
譲
わ
た
し
ま
す
室
お
わ
せ

い
た
し
設
す
。

雷
同
ト

w

-
、
ヰ
定
義
に
し
た
が
い
淡
絞
り
徐
行

い
決
ず
の
で
、
務
活
者
の
方
支
附
恥
級
品
惜

の
な
い
ガ
は
~
問
削
読
の
「
た
ほ
こ
品
曙
洲

市
出
」
に
て
取
も
っ
て
お
治
め
鐙
理
ト
ざ

い
。
ま
た
「
務
愈
」
に
よ
る
駁
淡
い
は

激
し
淡
ぜ
ん
@

一一、滋脳相
P
潟
問
削
m
m
ー
に
な
ら
れ
る
家

庭
は
、
夜
絞
券
ωFd認
絞
め
一
刀
に
俊
帽
刊
す

る
か
、
ま
た
は
滋
間
同
苔
問
問
返
の
ぬ
腕
澗
い

織
品
問
に
予
め
の
必
繁
校
数
を
刷
出
い
て
ネ

ざ
い
.
な
お
悌
淡
雌
貯
の
な
い
揚
品
緩
滋

際
り
を
し
な
い
議
舎
が
め
り
殺
す
の
で

約
仲
間
線
下
J
d
h
v
。

日
一
一
、
新
た
に
級
制
問
自
由
弘
前
制
慰
し
た
い
方

は
、
総
畿
の
た
は
じ
小
線
級
か
、
ま
た

は
役
謝
勝
候
縫
製
、
山
開
ぉ
、
お
銭
祝
M
m
〈

険
機
宮
中
の
仲
協
所
国
的
認
を
お
同
相
ら
せ
日
わ
ざ

b
u
w
 
健
.
窪
怒
議
笠
一
議

湾
総
滋
夜
曲
四
時
晴

閥
均
コ
ハ
お
広
実
四
夜
、
一
七
時
時

じ
て
後
泌
務
紋
防
絵
L
務
カ
さ
れ
る
よ

う
お
緩
い
し
没
ず
.

円
1
〕
表
選
一
塁
議
議
議
っ

て
徐
被
次
第
引
時
間
一
丘
同
議
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
必
絞
殺
は
短
期
を
よ
く
守
っ

て
運
転
す
る
と
し
μ

ぃ。

m
z
v
学
校
に
滋
学
ず
急
成
後
叶
巾
抑
制
叫

緩
い
は
滋
織
の
行
醐
閥
、
白
長
率
は
滋
総

の
だ
開
問
敬
一
…
刊
に
な
っ
て
飽
の
謂
料
品
閣
の

時
間
等
に
な
ら
ぬ
よ
う
心
が
け
て
瀦
学
ず

る
こ
L
P
」。

市
古
川
附
抑
絞
務
総
制
月
一
樹
焚
遜
正
し
い
篠

宮

宮

事

務

縫

ひ

や

室

必

ひ

と
り
歩
き
は
ぎ
せ
な
い
よ
λ

ソ仲間滅寸dる

い
」
が
M
K切

ハ
総
務
祭
署
〉

同
一
O
口
円
減
秘
勉
区

コ
刊
間
関
泌
総
郷
ほ

三
一
一
円
同
期
開
北
縦
波
1

務
出
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